
午
前
八
時
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
三

台
で
倉
掛
地
内
の
汚
泥
を
井
原

大
橋
下
へ
集
め
、
市
役
所
の
ダ

ン
プ
カ
ー
に
積
み
替
え
処
分
場

へ
搬
送
し
た
。
土
の
う
袋
か
ら

中
身
を
取
り
出
す
手
間
が
数
年

前
か
ら
増
え
て
い
る
が
、
作
業

は
約
二
時
間
で
終
了
。
自
治
会

所
有
消
火
器
21
本
の
交
換
も
行

わ
れ
、
倉
掛
は
三
年
計
画
で
63

本
す
べ
て
を
畜
圧
式
と
し
た
。

井
原
分
団
第
３
部
は
管
内
の

暗
渠
清
掃
を
試
運
転
日
の
六
月

二
日
、
自
治
連
合
会
の
汚
泥
回

収
に
合
わ
せ
て
行
っ
た
。

場
所
は
倉
掛
地
内
が
大
西
歯

科
前
と
倉
掛
公
園
北
、
夏
目
地

内
が
夏
目
公
園
北
と
広
島
銀
行

北
（
写
真
）
の
四
カ
所
。
第
３

部
機
庫
前
の
溝
も
清
掃
し
た
。

こ
れ
よ
り
前
の
五
月
十
二

日
、
第
３
部
は
倉
掛
排
水
ポ
ン

プ
樋
門
の
管
理
研
修
を
実
施
。

小
田
川
増
水
時
の
ゲ
ー
ト
や
ス

ク
リ
ー
ン
の
上
げ
下
げ
な
ど
、

逆
流
防
止
の
た
め
の
正
し
い
知

識
と
運
転
操
作
を
確
認
し
た
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
が
郷
社
境
内

で
五
月
二
十
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
交
流
会
を
開
き
、
十
五

人
が
参
加
し
た
。

午
前
十
時
に
開
会
。
妹
尾
一

成
代
表
が
「
昨
日
の
雨
も
影
響

な
く
プ
レ
ー
で
き
そ
う
で
す
」

な
ど
と
挨
拶
し
早
速
、
５
組
に

分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト
。
初
参
加

の
メ
ン
バ
ー
を
含
め
、
変
則
的

な
コ
ー
ス
設
定
に
苦
笑
し
な
が

ら
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
で
は
、
毎
月

第
一
金
曜
日
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
月
例
会
を
行
う
こ
と
に
な

り
、
初
回
の
六
月
七
日
は
十
五

人
が
参
加
し
た
。

こ
の
企
画
は
昨
年
九
月
、
四

季
が
丘
へ
４
コ
ー
ス
の
本
格
的

な
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が
オ

ー
プ
し
た
こ
と
か
ら
、
倉
掛
で

も
愛
好
者
を
募
り
「
同
好
会
」

を
発
足
さ
せ
よ
う
と
い
う
ね
ら

い
。妹

尾
代
表
は
「
初
心
者
の
方

で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
気
軽
に

参
加
し
て
欲
し
い
」
と
呼
び
掛

け
て
い
る
。
会
場
は
郷
社
境
内

で
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

頃
ま
で
。
雨
天
中
止
。
年
内
の

開
催
予
定
日
は
次
の
と
お
り
。

七
月
五
日
、
八
月
二
日
、
九

月
六
日
、
十
月
四
日
、
十
一
月

一
日
、
十
二
月
六
日
。

倉
掛
公
園
と
小
田
川
堤
の
清

掃
奉
仕
作
業
が
五
月
十
二
日
、

少
年
団
員
や
育
成
会
員
ら
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
（
写
真
左
）
。

よ
く
伸
び
た
公
園
の
草
と
人

手
不
足
で
作
業
は
や
や
難
航
。

井
原
町
民
を
対
象
と
し
た
粗
大

ゴ
ミ
回
収
が
あ
っ
た
も
の
の
、

自
治
連
合
会
は
役
員
二
人
が
応

援
に
駆
け
つ
け
た
。

平
成
九
年
五
月
創
刊
の
倉
掛

新
聞
が
次
号
（
八
月
発
行
予

定
）
で
百
号
を
迎
え
る
。

弊
紙
は
自
治
連
合
会
・
婦
人

会
・
育
成
会
・
消
防
団
第
３
部

の
関
係
者
で
編
集
委
員
会
を
組

織
し
、
こ
れ
ま
で
二
カ
月
に
一

回
の
ペ
ー
ス
で
発
行
。
平
成
十

七
年
に
は
岡
山
県
ミ
ニ
コ
ミ
紙

コ
ン
ク
ー
ル
で
県
知
事
賞
を
受

賞
し
た
。

記
念
誌
等
の
制
作
予
定
は
な

い
が
「
百
号
を
祝
う
会
」
の
開

催
を
検
討
中
。
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五
月
二
十
五
日
か
ら
八
日
間
、
倉
掛
地
区
民
総
出
で
実
施
し
た

溝
掃
除
の
汚
泥
回
収
が
六
月
二
日
、
自
治
連
合
会
役
員
ら
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。

百
号
を
迎
え
ま
す

公
園
清
掃
な
ど
難
航

自治連合会役員ら総出

地
域
情
報
を
伝
え
て
16
年

消
防
３
部
は

暗

渠

清

掃

井
原
市
制
施
行
六
十
周
年
の

記
念
式
典
が
市
民
会
館
で
六
月

一
日
に
挙
行
さ
れ
、
関
係
者
約

八
百
人
が
出
席
し
た
。

式
で
は
滝
本
市
長
や
来
賓
が

祝
辞
を
述
べ
た
の
に
続
き
、
地

域
発
展
・
福
祉
向
上
な
ど
に
貢

献
し
た
１
３
８
人
と
六
十
二
団

体
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
倉
掛
で

は
１
組
の
川
相
肇
さ
ん
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。

川
相
さ
ん
は
昭
和
五
年
九
月

生
ま
れ
。
平
成
四
年
か
ら
同
十

六
年
ま
で
の
四
期
（
十
二
年

間
）
、
民
生
児
童
委
員
。
そ
の

後
、
井
原
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
長
も
務
め
た
。

平
成
十
六
年
に
発
足
し
た
介

護
予
防
事
業
を
推
進
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
い
ひ
ろ
ば
・
と

ま
と
さ
ん
家
の
理
事
長
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
井
原
の
理
事
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
の
運
営
に
深
く

関
わ
っ
た
。

現
在
は
倉
掛
及
び
夏
目
の
氏

子
を
代
表
す
る
郷
社
足
次
山
神

社
の
総
代
長
。
歴
史
文
化
に
詳

し
く
、
広
い
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
も
つ
。
地
元
住
民
の
寄
せ

る
信
頼
は
厚
く
「
博
学
多
識
」

で
知
ら
れ
る
。

民生児童委員や

社協会長を歴任

市制６０周年

初
参
加
者
ら
「
面
白
い
」

サ
ロ
ン
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

「
月
例
ゴ
ル
フ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

少
年
団

育
成
会

倉掛新聞

倉掛自治会



午
前
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
小

学
生
と
幼
稚
園
児
ら
が
中
心
。

徒
競
走
や
リ
レ
ー
、
騎
馬
戦
な

ど
白
熱
し
た
演
技
が
始
ま
る

と
、
各
テ
ン
ト
か
ら
は
盛
ん
な

声
援
が
送
ら
れ
た
。

午
後
か
ら
一
般
の
部
が
行
わ

れ
、
倉
掛
は
リ
ー
ム
リ
レ
ー
と

小
学
生
地
区
対
抗
リ
レ
ー
（
夏

目
と
の
２
地
区
合
併
選
手
）
が

１
位
。
綱
引
き
や
玉
入
れ
競
争

な
ど
の
健
闘
も
あ
り
、
計
52
点

を
獲
得
し
て
３
位
に
食
い
込
ん

だ
。
優
勝
は
二
年
連
続
で
中

町
、
２
位
は
夏
目
だ
っ
た
。

井
原
地
区
民
を
対
象
と
し
た

不
燃
性
粗
大
ゴ
ミ
の
回
収
が
五

月
十
二
日
、
井
原
小
学
校
校
庭

で
行
わ
れ
、
作
業
に
は

各
自
治
連
合
会
役
員
ら

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
た
。

午
前
八
時
過
ぎ
か

ら
、
指
定
十
三
品
目
の

粗
大
ゴ
ミ
を
積
ん
だ
ク

ル
マ
が
続
々
と
入
っ
て

来
た
が
、
平
成
十
五
年

か
ら
毎
年
実
施
し
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
車

両
誘
導
や
コ
ン
テ
ナ
へ

の
積
み
替
え
は
手
慣
れ

た
も
の
。
搬
入
者
は
運
転
席
に

乗
っ
て
い
る
だ
け
で
全
く
の
手

要
ら
ず
。
住
民
ら
は
「
今
後
も

継
続
し
て
欲
し
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
。
助
か
り
ま
す
」
と
話
し
て

い
た
。

倉
掛
四
組
裏
の
路
地
で
五
月

二
十
八
日
朝
、
体
長
約
４
㎝
の

黒
い
バ
ッ
タ
が
草
に
留
ま
っ
て

い
る
の
を
近
く
の
住
民
が
見
つ

け
撮
影
し
た
。
（
倉
掛
自
治
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
）
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6/16  少年団資源回収（少雨決行）
※ 雨天予備日は6月23日

6/23  ソフトボールリーグ戦
中町－倉掛 倉掛－夏目

6/30  井原学区少年団球技大会
7/ 5  サロン・グラウンドゴルフ

10：00～11：30 （郷社）
7/ 7  井原分団第３部試運転日
7/20  倉掛自治連合会・役員会
7/22  ラジオ体操 （郷社）

※ 7/22～8/4
7/27～28 倉掛少年団キャンプ
7/28  ソフトボールリーグ戦

倉掛－新町 下町－倉掛
8/ 2  サロン・グラウンドゴルフ

10：00～11：30 （郷社）
8/ 3  井原市夏まつり
8/ 4  井原分団第３部試運転日
8/ 4  井原市納涼花火大会
8/10  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
8/18  井原小ＰＴＡ奉仕作業

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆

倉 掛 新 聞協力／中国新聞井原販売所

倉 掛 ほ っ と 情 報
■「緑のカーテン伸びています」

つどえ～る西側の窓（６月９日撮影）

■２０１３御嶽山登山ツアー

実施日：９月１４日 ～１６日

「参加予定者は２１人と定員に達しました。

欠員がでた場合の申込のみ受付中です」

（倉掛山岳同好会）

猪
清

向
町

新
町

本
町

中
町

下
町

倉
掛

夏
目

あなたと二人で ２ ４ ５ ７ ８ １ ３ ６

消防団リレー ７ ７ ５ ５ ８ ８ ６ ６

リームリレー ７ ６ ７ ８ ６ ５ ８ ５

グラウンドゴルフ競争 ４ ７ ６ ５ ８ ２ ３ １

綱 引 き ７ ８ ６ ５ ６ ５ ７ ８

ボールけり競争 ８ ７ ５ ７ ６ ５ ６ ８

玉入れ競争 ３ １ ４ ５ ８ ２ ６ ７

小学生地区対抗リレー ７ ７ ６ ６ ５ ５ ８ ８

年代別地区対抗リレー ２ ３ ６ ４ ８ １ ５ ７

得 点 合 計 47 50 50 52 63 34 52 56

順 位 ７ ５ ６ ４ １ ８ ３ ２

井原町大運動会成績表

「
燃
え
る
闘
志
と
輝
く
絆

め
ざ
す
は
一
つ

ナ
ン
バ
ー
１
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
井
原
町
内
八
地
区
対
抗
の
第
十
四
回

井
原
町
大
運
動
会
が
五
月
二
十
五
日
、
井
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
会
場
に
開
か
れ
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

井

原

町

大

運

動

会

「みんな頑張れー！」

井
原
地
区
粗
大
ゴ
ミ
回
収

七
年
ぶ
り
に
６
点
を
挙
げ
喜
び
に
沸
い
た
15
選
手
＝
玉
入
れ
競
争

倉
掛
四
組
裏
に

黒

い

バ

ッ

タ

突
然
変
異
？

一
回
戦
は
下
町
と
対
戦
し
て
白
星
、
続
く
二
回

戦
で
は
夏
目
に
敗
れ
た
＝
綱
引
き


